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慶應義塾大学独文学研究室『研究年報 j 掲載論文目録（創刊号〜第19号 )

執筆者名 

秋 田 静 男

阿 部 雄

新 并 陽 一  

池永麻!!子

石原あえか

泉谷{圭奈子 

板， 歌

論文題名

『新詩集』にあらわれたリルケにおける 

「死」の様相について（1)

『新詩集』にあらわれたリルケにおける 

「死」の様相について（2)

『新詩集』にあらわれたリルケにおける 

「死」の様相について（3)
『アンフイトリオン』

—— クライストの演劇性に関する考察——
改作台本作者としてのボート，シュトラウス 

C .D .グラッぺ『ハンニパル』

—— 悲 劇 と 「歴史の精神」の間——
Die Struktur des Faschismus in Heiner Mullers »Schlacht« 
Die Problematik der judischen Identitat von Hermann Schiff 

und Karl Emil Franzos 
Die Judenemanzipation und der Optimismus von Leopold 

Kompert und Eduard Kulke 
Die "Heine-Kritik" von Hermann Schiff 

聖と俗

—— 『ヴィルヘルム . マイス夕一の修業為代』の 

時間と空間（その 1)——
無常の中の永遠

 『ヴイルヘルム

時間と空間（その 2)-

マイス夕一の修業時代』の

Wilhelm von Humboldt als Goethes junger Briefpartner 
一  Der friihe Briefwechsel zwischen Goethe und 
Wilhelm von Humboldt (1795-ca. 1800)

Verbalprafix ‘er-’ in semantischer, morphologischer 
und syntaktischer Hinsicht 

現代ドイツ語における名詞の属格語尾について 

 語尾 - S と - e sの使い分けに関する傾向-------
『トリス夕ンとイゾルデ』の素材について

 オリエント起源説をめぐるeinForschimgsbericht-
売買の場面における言語行動 

—— ドイツの商店における前哨的調查——

号数

5

6

7

2
5

7
11

16

17
19

. 12

13

14 

2

12

14

15
伊藤みどり 指示代名詞der, d ieの名詞的用法について 

—— 人を指す場合の口語性とテクスト類との関連性、
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岩崎英ニ郎 

海 老 坂 高

太 田 達 也

大 吞 美奈 

大 塚 直

大 淵 知 直

加 藤 健 ニ

川島建太郎

及び諸機能——
現代ドイツ語の過去形と現在完了形に関する 

語翁レペルからの一考察 

—— 特に過去形の出現優位性について——  
v ielle ich tをめぐって 

『神話の近代的使用について』

—— 初期へルグーにおける神話と文学——
「様式の文学」 としての叙享詩 

—— 詩学の歴史におけるC h r .M .ヴィーラントの 

詩的創造の意義------
Darstellung der existentiellen Verwandlung bei Hofmannstahls Werken 

一  Die Marschallin im ,，Rosenkavalier" und die Kaiserin in der 
„Frau ohne Schatten"—

Wirklichkeit als Mythos 
一  Gerhart Hauptmanns Glashiittenmarchen Und Pippa tanzt!一 

『アブ . テルファン』における時代批判 

『ふくろうの聖霊降臨祭』における二元的世界 

B .シュトラウスとFr.ヘルダーリン

 "Diese Erinnerung..."をめぐって-------
ボートー，シュトラウスの戯曲『イ夕力』における 

暴力の使用について 

Tiber das Maximum una seine zwei Ricntungen
一  Ein kleiner Beitrag zur Natur bei Schiller, Herder und Holderlin — 

Nemesis-Begriff und Schicksalslied
一  Zu Kraft, Macht und Gewalt in der anthropologischen 

Systemtheorie im Zeitalter Holderlins 一 

変貌してゆく メディア時代の作家 

ボート一.シュトラウスの誕生

幻のデビュー作『射撃の名誉』を中心に——

そして魔女 

—— グリム • メルヘンの* き換え"一一- 
グリム，メルヘンの，,Wald"
—— 修飾語と副詞に見られる"Wald"像 

Zur Bedeutung der Tugend bei der Hetare Danae 
一 "Geschichte des Agathon"—

Wielands Perspektive 
一  Leserfiguren in seinen Romanen 一 

Walter Benjamins Erinnerung im Zeitalter der Fotografie 

複製技術時代の記憶像

6

けんによ

賢女と妖精、

9
17
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プル一ストにおける写真メ夕ファ一の、

条川麻里生

樓 并 千 絵

佐 藤 茂 御

真 田 収 一 郎  

七 字 眞 明

清 水 薫

樹智子
 

英
涼

藤藤村
 

進進夥

ペンヤミンによる受容について——

サッカー文学の方法

 ロア，ヴォルフの言語ゲーム—— -

AUSZU2 aus der versprachlichten Welt 
一  Helmut HeiBenbiittel und cue Konkrete Poesie 一 

Die Aufgabe der Ubersetzerin?
— Zum Problem der Weiblichkeit in der Benjaminschen 

Sprachphilosophie一 

ラインハルトと日本演劇 

ヴイルヘルム，フ — クトのユ一モア

 ツックマイヤー『ケーぺニ 'ックの大尉』-------
「永遠に女性的なるもの」 とグリルパルツァー 

—— 現象の基底としての女性原理をめぐって——  

言語と行為

—— フリードリヒ，デュレンマツトの

『物理学者たち』力、ら一 -  

知性への疑い 

—— 母なるものの発見——

『電気石』論 （1)
—— 閉鎖空間の機能をめぐって——

『電気石』論 (2)
—— 継続なき世界——

15

創

2

5 

2

6
"Friihlings Erwachen"(1)

一  Formanalytisch betrachtet —  7
"Der fromme Spruch"

一  Form und Humor in der spaten Erzahlung Adalbert Stifters 一  8
「* かないことの不可能」

—— カフカと初期の作品について——  3
カフカの小説『審判』における遠捕の意味について 

—— 「門番物語」 と関連して——  6
ペーメのアンドロギユノス説  創

パーダーの『熱素論』覚言 4
1 8 0 0年前後におけるペルリンの「文学サロン j に つ い て 2 
Lessings „ ,Nathan der W eise' —  als Antwort auf Goezes Fragen" 創 

『ヴェネツイアに死す』

—— 主人公アツシェンパハの必然的自己崩壊の過程（1)^  3
『ヴェネツイアに死す』

—— 主人公アッシェンパハの必然的ま己崩壊の過程(2)—— 4
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関 ロ 裕 昭

誠
，

雪
，

苗

 

秀美早橋橋藤
 

高高滝

津 崎 正 行  

i t 本 勝 好  

中島耕太郞 

中 村 元  

中 村 仁  

新 倉 重 美

Begegnung mit sich selbst 
一  Interpretationen zur Lyrik Paul Celans 一  (I) 

Begegnung mit sich selbst 
— Interpretationen zur Lyrik Paul Celans 一  (II)

ツエラーンとハイデガー 

—— 詩作と思索のあいだで——
ボブロフスキーとサルマチアのま燃 

—— 「鳥たちのいる風景」を中心に——
「聖なる名の欠如」と 「ま然」

—— 後期ヘルダーリン，における詩人の使命の省察一 

ホーフマンスタール初期詩劇の詩行形式に聞する考察 

芸術リートの誕生

■ リ一ト作曲家としてのシューペルト-------
ゲーテの音楽思想 

—— E. T. A .ホフマンの音楽観との比較の試み——  

昏い炎

—— アイヒエンドルフの小説における

デモ一二ッシュなものの流れ  (1)

昏い炎

—— アイヒエンドルフの小説における 

デモ一二ッシュなものの流れ—— （2)
神々の封印 

— アイヒエンドルフと異教——

9

12

14

2
4

15 

19

9

11
1 8 4 8年のメルヘン 

—— アイヒエンドルフの『リペル夕スとその解放者たち』 —— 14 

神の寵児とイロニーの視線

—— メ夕 • ロマーンとしての『のらくら者』 ——  18
ゲーアハルト，ハウプトマンのドラマ『ヴイツテンベルクの 

ハムレツト』について 17
ニーチェにおける沈黙と笑い 

— - 『ツァラトゥストラ』を中'I：、に——  6
現代ドイツ語における"machen + akkusativ + infinitiv" 形式の 

動詞結合による惹起的表現の可能性と存在意義  創

ノヴァ一リスの「キリスト教」

—— 「仲介者」のイデーをめぐって——  創

誰言としてのホロコースト文学 13

ナチ強制収容所で生まれた詩について（1) 14
『歡喜に寄す』をめぐって（1)

—— 「愛」 と 「钦喜」 ——  5
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新 田 誠 吾

野 ロ 方 子

浜 田 真

平田栄一朗

男
宏

 

恒
彰

沢
條

 

'

深
北

子美子理
 

直仁祐尚井江岸川
 

細堀峯宫

シ ラ ー の r詩的悲劇」

—— 当時の舞台芸術が置かれていた状況との関連で- 
カフカの『国道の子どもたち』

—— その作品理解の過程——

Durch Aboruch bauen 
— Untersuchungen zu Kafkas Roman ,Das Schlofi ‘ 一  5

自己否定の快楽

—— カフカの『半y決』 と 「言く行為」 ——  8

『影のない女』 14
歪められた『アラペラ』

—— ホーフマンス夕一ルの白鳥の歌は聞き届けられたカ —̂— 17 
ヘルダーにおける神話の問題 6

ヘ ル グ ー の 「精神の内なる物理学」 としての人間学 

—— 『人間の魂における認識と感受について』を中心に—— 7
Herders Rezeption von Lessings Idee der Vemunft

一  Lessings »Emst und Falk. Gesprache fiir Freimaurer« und 
Herders 26. Brief der »Briefe zu Beforderung der Humanitat« —  9 

Der Grundgedanke von Herders Asthetik in seiner Schrift "Kalligone" 

一  Eine Kritik an Kants Begriff der „Sch5nheit" und "Erhabenheit" 
in der „Kritik der Urteilskraft"一  10

Das Polaritats- und Morphologiedenken in Herders
Geschichtsphilosophie 11

Die TEXT-MASCHINE 
一  Zur Rhetorik in der "Hamletmaschine" von Heiner Miiller 一  12 

,,Ein gutes Gleichnis erfrischt den Verstand"
一  Wittgenstein und die Rhetorik 一  13

トーマス • マ ン の 『魔の山』にみるアイロニカルな語り姿勢4 

Die Nachfeldstellune in der geschriebenen deutschen Sprache (I)
一  Nachfeldelemente und ihre Stellungsregeln 一  6

Die Nachfeldstellung in der geschriebenen deutschen Sprache (II)
— Die Nachfeldstellung als ein neutrales Stellungsmuster 一  7

Madchenbilder in der ,JDeutschen Madchen-Zeitung'' (1.1869-73.1941)19 

hochmuot と h6hermuot について 12
トーマス，マ ン 『トリス夕ン』i式論 

—— もう一つの源泉としての『ワルキューレ』 ——  16
『公園にて』

—— ペー夕一 • アルテンベルクにおける無限——

厂祝福J
—— ゲオルゲの『悪の華』（1)——

3
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宮 下 啓 三

三 輪 玲 子  

村 井 翔

毛 利 真 実  

森澤万里子

山 ロ 祐 子  

横 井 展

横 山 由 広

吉 田 真  

渡 邊 德 明

ゲルスr ンベルクの悲劇『ウゴリーノ』

. —— 1 8世紀ドイツの戯曲史と演劇史のはざまに 

位置する作品——
現代喜劇世界の一考察

 ホルヴアート『フィガロの離婚』をめぐって'

『早春』

— ^ ホフマンス夕一ルの魔術的地理学（1)——

『旅の歌』

 ホフマンス夕 ルの魔術的地理学（2)-
『ふたり』

—— ホフマンス夕一ルの魔術的地理学（3)- 

『体験』

—— ホフマンス夕一ルの魔術的地理学（4)-

ルの魔術的地理学（5)-
『生の歌』

 ホフマンス夕

『夏の夜の夢』か ら 『夏の夜』へ 

—— テイークの描く妖精の世界——
攻撃対象への方向を表すa n についての覚え言き若干 

—— 初期新高ドイツ語における前置詞a n の一用法-
初期新高ドイツ語における前置詞g e g e nとw id erの用法 

—— 今日のドイツ語における両前置詞の関係との 

意味論的比較を中心に——
Wer ist der Mann mk 5PS?

フ

創

2

3

4

5 

18

8

10

18

19

一  Kurt Tucholsky und seine 5 Pseudonyme —
『習作集』におけるシュテイフタ一の実験的g 然描写につ い て 6 

物語世界からの失踪 

—— 詩的リアリズムの小説における閉鎖性と

省室の技法について—— (そのり 

Zu den konkurrierenden Verwendungen der mittelhochdeutschen 

Prapositionen "vor" und "fUr"
一  Versuch einer Korpusanalyse ^

再現芸術における受容構造 

 リヒアルト，づ 1 ー ヴ ネ 一研究のための試論-------
英雄叙享詩『ヴオルムスの蓄截園』研究の歴史と動向 

—— r キストの成立と伝承における創作意志をめぐって-

12

7

5

-16

( 日本語題名のものは本文も日本語、題名がドイツ語のものは独文による論文で 

あることを示す。）
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